



































































































































































































































































































82 特集：第 5 回  情報教育研究会  IN  江戸川大学














































































































































































σ = (ｘ１ｗ１＋ｘ２ｗ２＋・・・＋ｘｐｗｐ) – θ
出力yの決め方（活性化関数）は様々考えられてい



































































 ＡＩ と プログラミングが並行していく時代において、この両者の峻別力は極めて
重要である。
 しかし、現在の学校教育では峻別力の育成は困難であるように見える。
 例題（小学校の引き算）
82－17 の計算
① 2から7は引けないので、隣の80を70にして10を借りてきて、
② 10から7を引いた3と、2を足して5を得て、
③ 70から17の10を引いて、答えは65となる。
 答えは正しいが、情報系の大学生ですらこの計算の中の誤りに気付けない。
 小学校で学んだ引き算の手順に形式的に従っているだけで、形式知は使ってい
ないのである。 ⇒形式的に従うことと形式知は違う。
 形式知と暗黙知の峻別は困難となる。
 日本の中では、プログラミング、AI、IoT、ビッグデータに関するスキルの修得は
一部の人間にしかできなくなる。
直観力の重視
 要求の中の形式知を発見し、形式化（ルール化）できる。
 ふと・・・疑問をもつ力
 解決策が閃き、その閃きを実証できる力（閃きだけでは×）
 解決に役立つデータや資料を思いつく力
